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企業概要

伝法川魚店

■業種：製造業
■従業員：1人
■資本金： －
■創業：平成２２年
■住所：青森県十和田市西十五番町25-21
■事業内容：水産加工品（ひめます、わかさぎ、

サバ）

■企業の概要
もともと測量会社を経営していた代表が十和田湖名産のひめますやわかさぎを使用したとばを土産物として
開発・販売している。ABC相談会で支援し、ひめますカレーやシチュー、炊き込みご飯の素など商品数も増
え、十和田湖観光施設や青森市内の駅等で販売するなど販路も拡大してきた。
■課題
十和田湖のお土産品事業の拡大を検討する中で、人間用のお土産だけでは事業規模が小さく、販路も限定さ
れるため一つの事業部化には足りないと想定される。
■きっかけ

ABC相談会。十和田湖の食材で、お土産品を作りたい。

企業の概要・課題

よろずのサポート・実践

事業者の声コーディネーターのコメント

ペットのお土産用ヒメマス、ワカサギ商品（犬用・猫用の各トバ、ジャーキー）を開発し、「青森まるごと
FORペットプロジェクト」により、北彩ペット館（新青森駅）や各地の直売所等に販路が拡大、売上200万
円を達成した。

ヒメマス原料確保の困難、新
型コロナ等、想定外の要因が
あって当初目標の売上３００
万円にはまだ届いていない。
今後も販路拡大、新商品の投
入によって早期の３００万円
達成を目指したい。

商品ラインナップが増えたことにより、「青森の
ペット商品」という認知度も広がり、お客様にも
好評をただいている。売上も拡大し、次に繋がる
商品になった。商品を開発するうえでの、事業計
画、事業連携など、アドバイスを頂いたことによ
り、自身だけでは難しい事柄についても、進める
事ができ、結果、販路も拡大することができた。

■ポイント１
拡大するペットのお土産市場に対する商品開発を提案。「青森まるごとFORペットプロジェクト」への
参画とむつ小川原財団プロジェクト補助企業（3か年）の活用を提案。
■ポイント２
個社の取組では事業拡大が難しいことから、複数の事業所のコラボレーションによる相乗効果を狙い、
コーディネーター役を担った。

十和田湖のお土産品事業の拡大、新規事業分野への挑戦

成 果
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